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論 文 内 容 の 要 旨
魯迅は日本留学中、仙台医学専門学校時代に、医学を棄てて文学へと転向した。その有様の大体
を明らかにするのが、本論考 の主要な課題である。
魯迅 は文学に転 じた理由として、ロシア軍スパイの処刑の幻灯で、画面上まわりで見ている中国
人の表情がボケーッとしていることに衝撃を受け、肉体よりも精神を重視すべきだと考えたと語る。
しかし、その理由には認 しさが感 じられる。武器を持たない中国の農民が、狂暴な日本軍の蛮行の
前に、外にどうすることが出来ようか。作品を執筆する頃の魯迅が、そのことに気が付かないはず
がない。
魯迅 はなぜそう書いたのか、その奥には、いかなる事情が横たわっていたと考えるべきか。
魯迅は1904・明治37・光緒30年に仙台に至り、仙台医学専門学校に留学 した。その当時、彼らは
歴史の時間軸上、いかなる位置にあpたのか。中国は阿片戦争以来の列強の侵略が強まって、国家
の危機、民族の危機が、彼 ら清国留学生の間で強 く意識されていた。なかでも、日本にきている留
学生の心ある人たちにとって、近過去の日清戦争での手ひどい敗北は、強く意識されざるを得なかっ
たであろう。それと現に進め られている日露戦争の帰趨 は、 まことに深刻な関心事だったはずであ
る。
日清戦争の当時、中国の軍隊は全 く戦意がなく、また軍事技術も著 しく劣 っていた。その根本的
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な原因は、軍隊の社会的地位の低さ、兵士という職業の賎 しさ、乞食と上下を争 う賎 しさに、端的
に窺われる。その社会か ら見ると、日本が徴兵制を機能させ得ていることが、きわめて理解困難な
事態だった。中国民衆の困難は、人々を立ち上がらせて、義和団事件などを引き起こすものの、迷
信に基づ く精神主義は・高度な文明に裏付けられた列強の火器の前に、おびただしい犠牲者を余儀
なくさせ られた。農村地帯では、凶作による暴動が、いくつも起 こっていた。当時の兵士は、その
社会の底辺の出身であり、たとえば日清戦争後に、衰世凱が取 り組んだ新建陸軍の兵士 の逃亡防止
策の実態にも、その困難がうかがわれる。魯迅は仙台に留学 している時、 日本の徴兵制の実態を見
た。それは、日本の片隅の町仙台でのζとだったから、制度の末端における運用の実際をく見聞す
る機会となった。当時市内では、日本軍の活躍に全市をあげての、祝賀会がくりかえ し開かれた。
また軍人の家族が餓死に近い病死をした事件で、その救援活動に市内が沸騰 した。明治三十八年は
凶作だったが、餓死者を一人もださずに翌年の春まで乗 り切 った。
それ ら.の経過は、留学生魯迅が中国の抱える問題をより客観的に、より深 く観察するための契機
として、重要な意味を持ち、中国に対する危機感を、増幅させる要因となったはずである。すなわ
ち魯迅を、革命をめざした文学へと.転ぜしある契機の基本的部分をなしていると考えられる。
つぎに、当時の仙台とはいかなう空間だったか、特に清国留学生から見た場合いかなる場だった
のか。
当時、仙台は明治の近代化にす っかり乗 り遅れて、めぼ しい産業 とてなく、軍隊と学校のまちと
も言われた。当時の市長 は、そこで仙台市の特色を、教育都市 として打ち出すべく、市民に働きか
けはじめていた。その発想は、学生の不良化を防ぎ、保護善導 し、警察には関係させず、そのかわ
り下宿経営者や一般市民が協力すること、聞き入れないときは市長に通報されたいというものだっ
た。仙台教育会は、それに基づき、他にはない 「学生保護部」を結成 し発足させたが、やがて帝国
教育会が、臼露戦争後の学生の思想統制を打ち出すなかに呑み込まれ、ついには仙台医学専門学校
の特待生を、父兄か らの仕送りが多す ぎるという廉で、摘発するような姿 となる。
ちょうどその頃、東京では所謂 「清国留学生取 り締まり規則」を文部省が出し、留学生たちの激
しい反発をかっていた。その経過は、さねとうけいしゅう 「日中非友好の歴史」にくわ しい。注目
すべきは当時の日本の新聞が、留学生たちの抗議を誤解だと主張 したことである。 日本の新聞 は
「取 り締まり規則」が、保護 し善導する好意にでるものとしか読めないのに、反対するとは、留学
生の真意が理解できぬと主張 した。留学生たちは国際的平等に反する、また自由の権利の侵害だと
主張 した。
そこには日本と中国との、教育に関する社会通念の違いが、横たわっている。
日本の新聞は、保護善導の好意にでるからには、受け入れるのが当然 と考えた。留学生たちは、
自らは中国社会のなかでも中流以上の出身であり、国の将来を荷なう立場にあるものを、こんな国
際的に不平等不名誉なあっかいを甘受することはできないと考えた。日本は、中国の教育が、科挙
の受験体制であり、学生とは高級官僚の予備軍であり、任官以前の受験生にも政治的な発言の権利
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があり、支配階級の一部であることを、理解 していなか った。科挙が廃止された直後だったが、社
会通念までが、急に変わったのではない。
時あたか も日露戦争後の権益をめ ぐって、日清交渉が進められっっある時期だった。留学生達は
「取り締まり規則」は、西太后の毒手が外交ルー トと文部省を通 じて、自分たちに襲いかか った も
のと知 っていた し、 また清朝を打倒すべ しと考えていた。 しかし留学生達は、 日清交渉では日本の
意図を警戒せよと、清朝当局に打電 した。 これは打倒すべき相手に、 日本政府を警戒せよと呼び掛
けたことになる。 日本の学生 は、修業中の身であり、一人前ではない。それに対 しての清国留学生
は、大人であり、国の政策に発言権を行使できる存在だった。 日本の新聞は、それを理解で きず、
その無理解 と引き替えに保護善導の発想を押 しっけたのである。仙台教育会学生保護部の結成を進
めた仙台市長の発想 と、「取 り締まり規則」に対する新聞の発想とは酷似している。学生 とはいか
なる立場なのか。 自分が保護 される立場にあることを自覚 して、不良化 したり危険思想に染まらず
にすんでいることを市長や住民の監視のおかげだとして、感謝すべきなのか。清国留学生からみて、
仙台は他の街よりも欝陶しかったに違いない。
作品 「藤野先生」に描かれる仙台は、基調が暗く、庶民の姿 も見当たらない。
次に仙台医学専門学校は、魯迅にいかなる影響を与えたか。それを考えるための前提として、魯
迅のそれまでの学校歴、学生生活歴を見ておく必要がある。
魯迅が、ふるさと紹興での伝統的な塾 ・書院での勉強を打切 り、南京に出た当時(1898・光緒24
年)、中国の学校や教育制度は急激に動きはじめていた。いわゆる変法期の濃刺 とした雰 囲気のな
かで、新式の学堂などもっ ぎっぎと自主的に開かれていた。その雰囲気は、戊戌の政変で しぼまさ
れ、 さらに 「奏定学堂章程」で反動的な再編に見舞われる。当時はその直前の時期に当たる。
紹興でも、はじめられたばか りの 「中西学堂」があったが、魯迅は紹興を離れたい一心で、その
学校には入 らなかった。
この中西学堂は、紹興の篤志家徐樹蘭が興 したもので、徐樹蘭は、魯迅 とは同郷の先輩の察元培
を、私設の図書館 「古越蔵書楼」で勉強させ、進士の合格にまで持っていた功労者だったから、学
校 としての素性は悪 くない。現に、日本留学後無二の友人となる許寿裳はこの学校の出身である。
彼は、杭州求是書院へと進学 し、その学友会 「漸学会」は、のちに革命団体光復会の母体となった。
当時紹興では、察元培の名前は青年知識人の目標として喧伝され、徐樹蘭の名 も当然知 られてい
た。魯迅 も当然知っていたはずである。当然魯迅 にとっては、没落したばかりの家をどう再興する
かが深刻な課題であり、科挙もまだ機能していた。
つまり魯迅が 「中西学堂」をすてて南京に出たことは、科挙の試験を経て郷土の先輩に引立てて
もらえる可能性を、それと知りながら捨てたことを意味 している。
それは、容易な決断ではなかった。
同世代で、同 じ頃に紹興を離れた青年知識人に、のちに人口学者となる馬寅初がいる。馬寅初の
父親は紹興酒の醸造技術者で、 自家製の酒を飲ませる店を開いて成功 した人だった。馬寅初が紹興
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の中西学堂に入 って数学を勉強 したいというのを、後継ぎにするため許 さず、そこで馬寅初 は外に
出たいと父親に願 った。父親の友人が説得を手伝って くれたりして、上海の中西書院に入学できる
こととなった。馬寅初は魯迅に較べて、実に自由だった。科挙などは、考えなくてよかった。魯迅
と馬寅初 は知合うことはなかったが、馬寅初のように自由な知識人青年がこの世に存在することを、
魯迅は知 っていたであろう。魯迅の苦悩が、想像される。
魯迅が南京にでて最初に入学 したのは、江南水師学堂だった。魯迅 はその学校の雰囲気が気に入
らず、半年 ほどで江南陸師学堂附設磯務鉄路学堂(磯 務学堂 と略称)に 入り直した。共に給費の学
校である。その江南水師学堂の様子を、魯迅はのちに 「鳥姻痒気」 と形容 した。磧路学堂は、校長
が変法派だったこともあり、魯迅はのびのびと勉強できた。授業 は、地下資源にかかわる地質学、
ドイツ語や数学、製図などが中心だった。魯迅は製図が苦手だったと回想 しているが、絵は好 きだ
し、上手で早いというのが、同級生たちの回想である。学校の勉強以外にも小説や 「天演論」など
を買 うお金 も工面でき、読書に振り向ける時間 もとれた。成績優秀の賞金を もらったり、新聞の懸
賞詩に当選 したり、 また乗馬が好きで、落馬 して擦 り傷なども作 った。 この学校は、魯迅の学年だ
けで廃校 となり、先輩はいなかった。
馬寅初の入った上海中西書院は英語と数学が中心の、アメ リカ系 ミッションスクールだった。毎
日午前中が英語、午後の一こま目が数学だった。父親の友人の家に住んだか ら、衣食住には困らな
かったが、お小遣いが少なかった。友人が来訪 したとき、暗いので勝手に灯芯を一本足 して二本に
したのを、友人が去ったあと馬寅初は急いで一本抜いたという。灯りの油を惜しまねばな らなかっ
たのである。
両者 に共通するのは所謂 「奏程学堂章程」による、教育内容の保守化の波を、きわどくさけた点
である。
漸江省内の 「奏程学堂章程」以後の動きは、伝統的古典教育の重視が強く打ち出されて、変法期
の自由で自主的な学堂とは、すっか り趣が変わって しまう。カ リキュラムの内容も統一 され、全体
の1/3以 上が古典教育 となった。
二人 と同世代ないし直後の世代の大多数は、戊戌の政変による教育反動化の波をかぶってしまう。
しか し二人 は、変法時期の濃刺とした雰囲気のあふれる教育を、戊戌の政変以後も受け続けること
が出来 るコースをたどった。 この世代の位置や特徴が、さらにいかなる意味を持ち得ているかは今
後の課題であるが、たとえば 「光復会」を組織する先駆けが、杭州求是書院の学友会 「漸学会」の
在東京会員達、しかもこの戊戌の政変の波をさけ得た世代だったことには、注意が必要である。ま
た魯迅にとっとも、この破務学堂やその時間帯は馬単に科挙に背を向けた実績からばかりではなく、
好みともよく合っていたようである。
1902・光緒28年」魯迅は礫路学堂を席次3番 で卒業 し、日本留学に派遣される。近来、北岡正子
氏の調査によって、日本渡航の経過が正確に解明された。3月24日南京を大貞丸で出発、29日頃神
戸丸で上海出航、4月4日 横浜着、}行 は陸師学堂の卒業生22名を含む34名の団体だった。魯迅等
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ははじめ成城学校に入学希望だったが、事前の交渉が不十分で、急遽弘文学院にきりかえ、そこで
2年間日本語を中心とした勉強をすることとなった。弘文学院のカ リキュラムは、週33時間、二年
間の授業合計の科目ごと比率は、 日本語46.5、数学関係17.7、体操152、理科関係9.1、地理歴史
7.6、修身3.0、図面1.0(%)だった。
弘文学院の日本語の授業は、主に所謂漢文を教材として行なわれた。外国語の運用能力は、母国
語のそれを超えることはない。逆に訓練を積めば、外国語の能力は母国語に近づ く。魯迅等中国古
典に豊かな素養を持 った学生、すなわち母国語の運用力の豊かな学生か らみて、所謂漢文を教材と
した授業は、中国語に較べた日本語の作 りや特長を把握するうえで、きわめて効率的なす ぐれた授
業だったであろう。交友関係 ・革:命運動 も活発で、漸江同郷会による雑誌 「漸江潮」に寄稿 し、漸
学会を母体とした革命結社 「光復会」に参加 した。身辺の出来事には、清国留学生の成城学校への
入学に必要な公使館保証書を、公使が発行を拒否 し、それを強要 した留学生が警察に逮捕され強制
送還された事件、弘文学院の教育内容や納付金の問題で同盟休校した事件などがあった。文筆活動
も旺盛で、 ジューヌ ・ベルヌの 「月世界旅行」「地底旅行」の翻訳、翻案 「スパルタの魂」、論考
「中国地質略論」などを発表 した。なかでも後二者が重要である。「スパルタの魂」は中国人の 「国
民性」に関係する問題に目を向け、「中国地質略論」は地下資源が侵略されている実状を示 し、 と
もに人々の奮起を促 したものである。魯迅にとって 「中国地質略論」 は、自分が勉強 してきた科学
技術を、中国革命 と結合されるのに成功 した意味を持 ったはずである。
魯迅は清国留学生の世界から離れる決意をして、誰 もいない仙台を選ぶ。その決意 は、自分の先
行きの勉強生活の方針が確かなものでなければ、普通できないことである。その確かな方針 とは、
自分の勉強と革命との結合が 「中国地質略論」によって達成できたことからくる、自信だったであ
ろう。
1904年(明治37年)9月、魯迅は仙台医学専門学校に入学 した。そのカ リキュラムは、解剖学 ・
組織学の理論 とドイッ語が中心だった。解剖学 ・組織学の授業 は、人体各部の名称を原語すなわち
ドイッ語で、暗記 し続ける内容で、かなりハー ドなものだった。魯迅は、 ドイッ語は南京時代にす
でに習得ずみだったか ら、はじめて ドイツ語に接する日本人学生より楽だったものの、かなりの苦
痛があった。入学1ヵ 月の頃、故郷の友人 ・支援者に書いた手紙では、授業がハー ドなこと、なか
でも他の文筆活動の時間が とれないのがっ らいと、繰 り返 し嘆いている。また、革命の中心から離
れた寂 しさ、日本人学生の恐るるに足 りないこと、尊大なこと、社交上手なことなども書き送った。
たしかに、暗記ばか りで他の分野に手を回せない状況は、魯迅にとって初めてのことだった。
藤野厳九郎先生 と、出会 った。藤野先生は、魯迅の解剖学ノー トを1学年を通 して添削 した。藤
野先生の意図を、魯迅は作品 「藤野先生」なかで、『「小にしては中国のたあ……、大 にしては学
術のため……」だったろう』 と付度 している。「仙台における魯迅の記録」(平凡社 ・編者代表阿部
兼也)に よると、その言葉 は、藤野先生御自身が魯迅にも、また他の学生たちにも、直接話された
言葉だったようである。藤野先生は江戸時代以来、代々医者の家柄の出身、一族のなかには、緒方
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洪庵の適塾に学んだ人 もいた。藤野先生にとっては、明治維新をリー ドした蘭学の代表が西洋医学、
それが家学であり、その西洋医学を象徴する、たとえば解体新書に連なる学問、それが解剖学だっ
た。東大での研鎭のかいあって、社会的にも安定 した地位につき、魯迅が入学 した年の4月 に、30
才の若さで教授に昇進 したばかりだった。当時、藤野先生の将来にまだ暗雲はなかった。藤野先生
は近代的学術 としての解剖学を、魯迅に伝授 しようと、真剣に考えたのである。魯迅は藤野先生の
指導によって、近代的学術の真の姿を、 目の前に示されることとなった。
魯迅はその結果、三っの問題に逢着することとなったであろう。まず第一は、中国の革命と近代
的学術 とを結合する見通 しが持てな くなったこと。魯迅が留学生世界を離れて仙台にくる自信のも
とになった 「中国地質略論」 は、実 は地質学の本筋 と革命 とを結合できたのではなく、大地にまっ
わりっく領土 とか主権 とかの属性によって、結合できたにすぎなかった。また医学を選んだ理由に
「戦争では軍医になろう」との趣旨があった(ロ内戚 ・自序)。しかしもしその軍医が、侵略者 と戦 う
兵士のためだとすれば、侵略者の側にも軍医はいる。 どち らになるかは医学の必然ではない。当時、
清国留学生たちの眼は、中国に集中 しており、広がりゆく視野を、中国革命に役立つかどうかから
のみ判断する傾向が強かった。魯迅の東京での文筆活動にもその傾向がある。それに対 して藤野先
生が言 った 「小にしては中国のため……、大 にしては学術のため……」 とは、中国やその革命より
も大なる、学術 というものがあるという意味でもあった。
第二は、中国観 ・中国革命観の修正が、必要になったこと。清国留学生達の中国革命のイメージ
は、清朝 は打倒すべきこと、 しかしいかにして打倒するか、また打倒 したあとどうするかなどは、
あまり考えられていなかった。それは、歴代王朝の交替を進めた革命起義 と、 さほど変わりがない。
そこでは、何よりも王朝支配体制への考察が不足 している。その王朝体制を正当化 した根据は、た
とえば 「天」である。それに対 して支配 される側の姿 は、平時には 「鼓腹撃壌」を理想 とし、 「不
伯官、只伯管」を信条 とし、支配者 との関係をなるべ く回避する。それよりも人々が重視したのは、
自分たちの生活を直接左右する 「天」であった。人々は天を敬い、天を恨み、天に祈 り、天に嘆い
た。「天」とは、災害や僥倖をも含んで、現実生活に影響を及ぼす力のうち、その来源や構造が検
証不能あるいは不可知 と考えられるものにっけた、別名の如 きものであろう。そこには、検証不能 ・
認識不能を大 きく許容 し、偶然の 「天命」 と締める精神が潜んでいる。
それに対 して藤野先生の示 した近代的学術 とは、不可知にいどみ、検証を不可欠 と.し、あくなき
追求をすすめる存在だった。藤野先生は、死者の霊 とか婦人の纏足など、中国的習俗や習慣を全 く
問題にせず、解剖学的関心を優先させ、不可知と諦めることを許さなかった。藤野先生はまた、魯
迅のノー トの解剖図を、無遠慮に訂正 した。魯迅 は強い反発を感 じた。それは、科学 としての正確
さと中国的美学の衝突だった。 魯迅 は中国的通念の世界から抜け出さねばならなかった。近代的
合理主義 に基づく中国観を追究する必要を痛切に感 じたのではないか。それは魯迅の生涯貫 く課題
となる。その追究のなかで、仙台における日本の民衆や社会に関する実体験は、考察を進める大き
な手がかりとなったであろう。 しかし、当面 は医学 との関係により、健康や生死の分野へ と考察の
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焦点が絞 られる。
第三の問題 は、医学 とはいかなる学問か、医学 と革命との関係を改めて考えることが必要になっ
たこと。魯迅が医学を選んだ理由が、 もう二つあった。「意識的無意識的な殺人者である漢方 医の
出鱈 目から人々を救 うこと」 と 「人々の維新への信仰を高めること」 との趣旨(ロ内賊 ・自序)で あ
る。その二っは一事の両面であって、前者の実践を通 じて、後者が達成される。それは、医学 と革
命の間接的結合である。 ところで日本で、西洋医学が、明治維新の先駆けとなった根据には、 さら
に先行 きする蘭学がまずあったのだろう。そしてその社会的広がりの基本には、人々の健康や生命 ・
長寿への関心がある。その関心が、人々の眼を西洋医学の威力に向けさせ、ひいては明治維新の可
能性をも、ひろく提供することにっながったのだろう。
魯迅は、中国人は肉体や健康を少々粗末にしてもかまわないと考えて、医学を棄てたと 「晒城 ・
自序」でかいた。同じ仲間のひとりが殺 されるのを、ぼんやり見ている中国人、それがきっかけだっ
たと語 った。魯迅はその時、中国入が命を、 さまでに貴重視 しないと感 じたのだ。人間死ぬことは
あり得 る、殺されることもあり得ると、諦めに似た観念を持 っていると感 じたのではないか。中国
人は、人の命を悲 しむことはできても、それを救 うには、あまりにも条件が苛酷なため、諦めが先
にたってしまうと、見えたのではないか。 日本では、普段の社交を通 じて人々の間にコンセンサス
が作 り出されており、たとえば戦争の状況に町中が関心をよせ、軍人の家族一人の死亡に救援活動
がまき起 こり、凶作でも餓死者をださずにすませていた。魯迅 は弘文学院の頃に、友人許寿裳 と、
中国人の命の値打ちがあまりにも安いと嘆 きながら語 り合 った。ロシア軍スパイ処刑のシーンによっ
て、魯迅は医学 と革命の間接的な結合の可能性 も、中国では日本よりもうすいと考えたのである。
魯迅は、その時中国人の、それも庶民の日常的な死生観 と、事実上対面 したことになる。死生観
とは 「天」の観念のなかで も核心にあたる。魯迅は 「天」や 「天命」という言葉を使っていないが、
事実上それと対面 した。
これを直接示す資料はない。 しかし、間接的に裏付けることができる。 「晒賊 ・自序」 にいう、
中国人は命をあまり貴重視 しない傾向があるとする考え方は、国民ごとの差別観に結びつきやすく、
非常に危険な性格を持 っている。魯迅は、執筆時に勿論それに気が付いていた。4年 後に書いた作
品 「藤野先生」では、同じ幻灯に触れなが ら、処刑見物をする人々の表情や、肉体よりも精神だな
どの文章は削除される。そして、処刑の幻灯に喝采をあげる日本人達と、中国に帰ったあと眼にす
る処刑見物の中国人達とを同列におき、ともに嘆 く対象とした作 りに変わった。 この改筆が逆 に、
仙台でひとたびは中国人の死生観と対面 したこと、少なくとも 「藤野先生」執筆時にはその危険性
を自覚 していたことなど、間接的に物語 っている。その時の死生観との対面 は、魯迅の中国観 ・社
会観 ・庶民観を、より深 くまた精密化する契機として、十分す ぎる程の意味があった。
以後魯迅は、中国の革命を直接のね らいとした文章、たとえば 「スパルタの魂」や 「中国地質略
論」のような文章は書かなくなる。中国的通念か ら抜け出して、弱者の自己解放の力、その客観的
な普遍的な力を、超中国的な文化原理の問題として、すなわち広い意味での文学の問題 として探求
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する道へと進む。 この普遍的原理を探求するとは、学術的手法に根ざしている。
その学術的手法を、魯迅は仙台時代に身にっけたのであろう。同時に学術自体のある種の無責任
さを知り、いかに機能 させるかは、使 う側の問題であるとする認識へ と、導かれることとなる。
魯迅に医学を棄てさせたのは、革命への情熱である。魯迅に文学を選ばせたのも革命への情熱で
あり、民族の将来への献身である。 しか しその間に近代的学術の手法や精神が、決定的な媒介とし
て機能 していることを、見落としてはならない。それを獲得 したのが日本留学であり、その提供機
関が仙台医学専門学校、提供者が藤野厳九郎先生その人だった。
日本留学時代の周樹人が、のちに魯迅となる出発点の大体は、およそ以上の如 くに考え られる。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
中国近代文学の父 といわれる魯迅は、その青年時代、21歳から28歳まで(1902～09,明治35～42)
を清国留学生 として日本で過 した。その聞にいったんは医学を志 して仙台医学専門学校に進みなが
ら、やがて退学 して東京 に戻 り、文学への道を歩みはじめる。魯迅の七年間にわたる日本留学、特
に仙台における一年半 は、一介の医学生が方向を転 じて中国の近代文学に巨大な足跡を残す ことに
なる重大な転換の時期に当たっている。従ってその間のさまざまな事情を明らかにし、その意義を
考究することが、魯迅研究の重要な一課題であることは言をまたない。本論文の提出者は、かって
「仙台における魯迅の記録を調べる会」を主宰 し、数年間にわたる綿密な調査の結果を公刊 して内
外の学界の高い評価を得た(「 仙台における魯迅の記録」編者代表阿部兼也、1972年平凡社刊、参
考論文 として提出)。本論文はこの時の調査にもとつく魯迅の仙台在留時の事情に加 え、 その前後
の東京在留時、更には日本留学 に到るまでのさまざまな事情をも考察の対象としている。
本論文は三章より成る。「第一章 医学から文学へ」においては、まず医学を捨てて文学の道へ
進んだ転換の経緯について、「ロ内城・自序」(1922)などに述べられる魯迅自身の記述～日露戦争の
幻灯の中で、中国人がロシア軍のスパイとして処刑されるのを中国人の群衆が見物 している場面を
見てショックを受け、「医学は全然重要なことではないと思 った」 というのは必ず しも人 を納得 さ
せるものではなく、「いぶか しさを感 じさせる」 ことを指摘する。 この問題が本論文全体 の基調 と
となっている。っいでこの記述の底には魯迅の 「中国や中国人の現状、将来に対する深刻な危機感
が横たわっている」 として、当時の清国留学生 のおかれている特殊な立場、そして魯迅の仙台にお
ける見聞が具体的に述べ られる。二十世紀初頭 に清国か ら日季へにわかに多数の留学生が送 りこま
れたのは、 日清戦争(1894,95)と義和団事件(1899,1900)で惨めな敗北を経験 した清国が、や っ
と近代化をめざして科挙に代わる新 しい教育制度を模索 しはじめた延長上 にある。その留学生のひ
とりとして来 日した魯迅が、東京 における二年間の基礎教育を経て仙台を訪れたのは折 しも日露戦
争のさなかであり、その翌年(明38>の東北地方 は史上稀にみる大凶作であった。第一章の第三節
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以下は魯迅の来日前、義和団事件前後の清国の状況 と仙台に来て見聞 し、体験 した日本の状況 とが
対比的に述べ られ、それが魯迅の上記の記述に影をおとしていることを指摘する。
「第二章 清国留学生と日本」では、まず魯迅在留当時の仙台の教育界の事情、市長を会長 とす
る仙台市教育会が組織され、学生の生活指導、保護取締に熱心であったことが指摘 され、っいで明
治38年に文部省が公布 した 「清国留学生取締規則」をめぐる問題が論 じられる。 これらの状況 は科
挙の受験生であっても知識人として社会的に重ん じて来た中国の通念と著 しく食い違 うもので、留
学生たちを深 く傷っけたとする。魯迅を懇切に指導 した 「藤野先生」は、決 して留学生魯迅をとり
まく環境を代表するものではなかったのである。
「第三章 魯迅の日本留学」では、来日以前の魯迅の学歴にはじまり、日本留学の経緯、東京の
宏(弘)文 書院における勉学、そして仙台医学専門学校入学の経緯、在学中の状況、恩師藤野先生
の事蹟などが多 くの資料によって詳細に述べ られ、最後に冒頭において提起された問題、「医学よ
り文学へ」の転機を論 じて結びとする。本論文の主要部分であり、特に第三節以下の仙台在留当時
のさまざまな事情にっいての叙述は、かつて論者を代表とするグループの精力的な調査の成果をふ
まえ、その後の知見をも加えて最 も精彩がある。「医学から文学へ」の転機の問題 につ いては、 そ
のころ魯迅の内面において中国観、民族性観などに深刻な変化があったこと、それは純粋な学者で
あった藤野先生の指導を受け、近代的科学としての医学に接 したことが深 くかかわっていること、
更にそのことは魯迅のその後の成長にも最大な意義を有することが述べ られる。その見解は魯迅自
身の記述をうのみにしてこの問題を皮相的に しかとらえなかった従来の通説の見なお しをせまるも
のである。総 じて本論文の綿密な資料調査の成果とそれに対する考察 とは、今後の魯迅研究の発展
に寄与するところが少なくない。
よって本論文の提出者は、博士(文 学)の 学位を授与 されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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